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の実践を３つの柱として表 1，表 2 に示す通り，各回に主要テーマを配している。 
 
表 1 「教科教育の研究Ⅰ（商業）」の授業の流れ 
第 1 回 授業の進め方と講義概要及び成績評価法の説明，模擬授業の割当て 
第 2 回 学習指導要領（平成 21 年 3 月告示・25 年度から学年進行による実施）     
－その改訂の背景と主な内容－ 
第 3 回 教科「商業」の目標と教科の組織 
第 4 回 模擬授業や教育実習等における講義ノートの作成法と模擬授業予備演習 
第 5 回 基礎的科目「ビジネス基礎」及びマーケティング分野・ビジネス経済分野（講
義・演習） 
第 6 回 学習指導案の意義と作成方法 
第 7 回 教科「商業」における教材研究の視点 
第 8 回 学習指導案の作成（演習） 
第 9 回 会計分野・ビジネス情報分野・総合的科目（講義・演習） 
第 10 回 模擬授業「ビジネス基礎」①ビジネスと売買取引～代金決済～ 
第 11回 模擬授業「ビジネス基礎」②経済と流通の基礎～経済の基礎～ 
第 12 回 模擬授業「ビジネス基礎」③経済と流通の基礎～経済活動と流通～ 
第 13 回 模擬授業「ビジネス基礎」④企業活動の基礎～企業の形態と経営組織～ 
第 14 回 模擬授業「ビジネス基礎」⑤企業活動の基礎～雇用～ 
第 15 回 模擬授業総括と講義Ⅰ（前編）のまとめ 
 
 第 1回は，授業の進め方とこの科目全体の講義内容のポイントを説明し，成績評価の 3つの
柱（定期試験・学習指導案と模擬授業・授業への参加度貢献度）を説明した。また，模擬授業
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表 2 「教科教育の研究Ⅱ（商業）」の授業の流れ 
第 1 回 授業の進め方について説明，模擬授業割当て，（講義テーマ）指導計画 
第 2 回 指導と評価の一体化（講義・協議） 
第 3 回 商業教育の生成 
第 4 回 商業教育の拡充・発展・試練 
第 5 回 模擬授業「簿記」⑥第Ⅰ編 簿記の基礎～決算～ 
第 6 回 戦後の新教育制度と商業教育 
第 7 回 模擬授業「簿記」⑦第Ⅱ編 取引の記帳と決算Ⅰ～決算（その 1）2. 商品に
関する勘定の整理（売上原価の計算）～ 
第 8 回 戦後における教育課程基準の変遷（講義・協議） 
第 9 回 模擬授業「簿記」⑧第Ⅲ編 取引の記帳と決算Ⅱ～決算（その 2）～ 
第 10 回 商業教育と教師の資質・能力 
第 11回 模擬授業「簿記」⑨第Ⅳ編 本支店の会計～本支店財務諸表の合併～ 
第 12 回 教育課程と学習指導（講義・協議） 
第 13 回 模擬授業「簿記」⑩第Ⅳ編 帳簿と伝票～仕訳伝票と 3伝票制～ 
第 14 回 模擬授業総括と講義Ⅱ（後編）のまとめ 























 第 5回・第 7回・第 9回・第 11回・第 13回は，学習指導案に基づく模擬授業である。「教
科教育の研究Ⅰ（商業）」で体験したこととその反省を踏まえて取り組ませる。今回は，各自
30 分間ずつとし，意見交換とコメントの時間を十分に確保する。 































































 各自の模擬授業当日，担当者は他の受講生全員と筆者に指導案を配り 35 分間の授業に挑戦
する。模擬授業は，生徒にわかりやすい説明をいかに巧みにするかに重点を絞って行うので机





















 そこで，2016 年 6 月から 9 月にかけて小論文の指導にインターネットによるＥメール活用
が指導の効果をもたらすのではないかと考え先行的に実施してみた。長崎大学経済学部の学






ます。論の展開パターンを意識していきたいと思います。」（2016 年 9 月 2 日付Ｅメール）と
述べている。これは重要なことであり，学習指導案の指導にも応用できるのはではないかと考
え，久留米大学において，2016 年度後期の「教科教育の研究Ⅱ」で試してみることにした。 

















































（ ①大いにできた ②ある程度できた ③あまり変化はなかった ） 
補足があれば，次に書いてください。 
 
【質問 3】前の「質問 2」に関連して，1 回目で指導を受けたことが，2回目の模 
擬授業のための指導案作成にどの程度効果がありましたか。 
（ ①大いに効果があった ②ある程度効果があった ③あまり変化はなかった） 
 補足があれば，次に書いてください。 
 
 （   学部）（氏名             ） 
図 1 「教科教育の研究Ⅱ」アンケート 
 
6. Ｅメールを活用した学習指導案作成指導の教育効果 
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った。その内容を簡潔に要約すると以下の通りである。 
 「【質問 1】学習指導案作成に積極的に取り組もうという意欲を増すことができましたか。」 
については，回答者 6人全員が「大いに増した」と答えている。「【質問 2】Word上では，添 
削前の指導案と添削後のものを容易に比較できるのであるが，そのことにより，より良い指導 
案を書く力を向上させることができましたか。」に対しては，3人が「大いにできた」，3 人が 
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